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ランダウ減衰の非可逆性
Irreversibility of Landau damping
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ランダウ減衰はプラズマ運動論の中で基本的な素過程のひとつであり、ほとんど全てのプラズマ物理の教科書
でくわしく扱われている。しかしながら、その正確な意味については、いくつかの誤解があり、教科書の記述
もまちまちである。講演者は2015年度秋のSGEPSS講演会でランダウ積分路に関する混乱について報告した
が、今回はその可逆性について議論する。 
多くの教科書では、ブラソフ方程式に衝突項がないため、無衝突プラズマで起こる現象は可逆であると解説し
ている。そして、その例としてランダウ減衰をあげ、プラズマエコーによって波動を再現できることから、情
報が失われていないという議論をしている。しかしながら、「可逆」という言葉を字義通り、つまり「時間逆
転をした過程が実際に起こりうる」という意味に解釈すると、プラズマエコーは可逆の証拠ではない。プラズ
マエコーが先におこり、それを放置しておくと初期状態にもどるような現象は起こらないからである。 
講演では近年の統計力学の知見をもとに「不可逆」の意味を考え、ランダウ減衰も普通の不可逆現象と本質的
に同じ意味で不可逆であることを示す。この観点からみると、プラズマエコーでは散逸が起こってないのでは
なく、実空間の散逸と同じタイムスケールで速度空間内の散逸が起こっているため、一見情報が失われてない
ようにみえると説明できる。
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